
気仙沼市水産加工業への支援 

 

2011 年夏、三井物産・住友商事の両会長が宮城県知事に対して東日本大震災の復興支援を申し出て、

気仙沼市の水産加工業の復興支援に両社（商社連合）が着手しました。 

 

気仙沼市の水産加工業の復興には、補助金申請の要件である組合組成が不可欠であり、また、組合の母

体となる水産加工団地の造成・計画立案が発生することより、商社連合から当社に支援要請があり、2011

年 12 月から、技術的支援を開始しました。 

2011年12月以降、月に3･4回の頻度で水産加工業者との意見交換・協議を行い、気仙沼市内の鹿折地

区で組合を組成し、水産業共同利用施設復旧支援事業（5/6 補助金）による仮設共同利用施設を整備して

いくこととなりました。 

その後も、水産加工業者との意見交換・協議を進め、組合設立申請と仮設共同利用施設整備に係る補助

金申請を同時並行的に進め、2012 年 7 月に「気仙沼鹿折加工協同組合」の設立が認可され、2012 年 8 月

9日に組合設立披露会が挙行されました。 

また、2012年9月には仮設共同利用施設も完成し、生業の場を全て失っていた組合員が業務再開にこぎ

つけました。 

2012年10月以降は、鹿折地区の漁港区域の水産基盤整備事業による嵩上げ造成後の本格的な共同利

用施設の整備と団地形成を目指して、共同利用施設の基本計画、組合員の土地配置の調整・土地利用計

画の立案に努め、2013 年秋の着工を目指しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組合設立披露会(2012 年 8 月 9日、気仙沼ホテル観洋) 

仮設共同利用施設 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


